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日本自然保護協会、遺贈寄付の受け入れ強化 

三井住友信託銀行と遺言信託業務の協定を締結 

公益財団法人日本自然保護協会（東京都中央区）は、三井住友信託銀行（東京都千代田区）とこ

のほど、遺贈寄付の受け入れ強化に向けた遺言信託業務の紹介に関する協定を締結しました。 

本店法人業務第一部の篠永正徳理事部長と当会の亀山章理事長が当会事務局にて、互いの強みを

生かして寄付者の想いを叶える遺贈の実現に一層努めることを確認、亀山理事長は「ご自身の財産

を将来社会の役に立てたいという想いを遺贈寄付に託していただければ、日本の自然を守り受け継

ぐための大変大きな力になります。今後も遺贈による自然保護活動への支援獲得に取り組んでまい

ります。」と話しました。 

⚫ 日本自然保護協会では 2017 年より終活寄付の受入体制を強化。遺贈の申し出が年々

増加

⚫ 三井住友信託銀行との協定の締結により、質の高い遺言書作成・保管・執行サービス

の紹介が可能に

⚫ 不動産寄付、包括遺贈、予備的遺言など遺贈者の多様なご希望をより受け入れやすく

■ 本リリースに関するお問合せ

日本自然保護協会 遺贈・終活寄付担当：鶴田、芝小路 Tel:03-3553-4101 Email: memory@nacsj.or.jp 

〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-10 ミトヨビル 2F 



 日本自然保護協会では５年前から終活寄付の受入体制を強化

日本自然保護協会は、1951 年の設立以来 70 年以上にわたり、多くの方からのご寄付を支えに、日

本の自然を守る活動に取り組む非営利団体です。 

ご寄付は、特定の保護プロジェクトを支援する個人からの少額寄付や、生物多様性保全や SDGs に

取り組む法人からの寄付が中心ですが、人生のエンディングの準備に伴う「終活寄付」もあります。ご

自身の死去後に公益団体等へ寄付することを遺言書に記す「遺贈（いぞう）」のほか、亡くなる前にご

自身で財産の活かし方を決めて寄付をする「生前寄付」、相続したご遺族が故人を偲んで遺産の中から

寄付をする「相続財産寄付」、ご遺族がお香典返しの代わりに相当分を寄付する「お香典寄付」などが

あります。 

当会では、2017 年から終活寄付の専任チームを置き、ご自身の亡き後の未来に託された想いを自然

保護に役立てるための体制を強化し、遺贈等終活寄付のお申し出が年々増加しています。 

 三井住友信託銀行との協定への期待

終活に関わる資産の整理は、想いや事情がそれぞれに異なり、必要な手続きもさまざまです。当会は

受遺団体として、最適な形で自然の未来に役立てるためのサポートを行っていますが、なかには遺言執

行時のトラブルへの不安や、遺言書の作成・執行の依頼先に困っているというご相談もあります。 

そうした中、本協定を締結し、遺贈希望者に有力な依頼先として同行の遺言信託を紹介できるように

なりました。同行は、財務コンサルタント等の専門スタッフが、財産に関する総合的な知識と豊富な経

験をもとに遺言書の作成・保管・執行を行い、質の高い遺言信託サービスを提供しています。 

同行は、こうした遺言信託による遺贈の支援を行うことで、社会課題の解決のために、金融機関とし

て本業で自然保護・生物多様性保全への貢献を推進されています。 

 不動産遺贈、包括遺贈、予備的遺言もより受け入れやすく

当会では、土地・建物や有価証券などの遺贈に関して、遺言執行者が換価し、かかる費用や税金を差

し引いた残余の現金を寄付くださるようお願いしていますが、同行の遺言信託では、条件によっては当

会が受遺した後の換価も可能になります。 

また、全財産もしくは全財産の一定割合を遺贈する包括遺贈は、債務を含む場合があるため、受遺で

きる公益団体が少ないのが現状ですが、同行の遺言信託サービスの利用のご希望をいただき、債務等の

リスクが限定的であることが明らかになれば、条件によって当会も包括遺贈の受入が可能となります。

さらに、相続人や受遺者がご自身よりも先に亡くなられた場合や、あるいは相続・遺贈を放棄される

場合などに備えて、さらにその先の相続・遺贈先をあらかじめ遺言書で指定しておく予備的遺言（補充

遺言）も、条件によって当会を遺贈先に指定いただくことが可能になります。 

当会では、こうした多様なご希望をより受け入れやすくするために、終活にかかわる専門機関・企業

等との提携をすすめており、遺贈遺言を準備される際にはできるだけ銀行、弁護士、司法書士などへご

相談いただくことをお勧めしています。 

■ 本リリースに関するお問合せ

日本自然保護協会 遺贈・終活寄付担当：鶴田、芝小路 Tel:03-3553-4101 Email: memory@nacsj.or.jp 

〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-10 ミトヨビル 2F 



 

■ 本リリースに関するお問合せ 

日本自然保護協会 遺贈・終活寄付担当：鶴田（つるだ）、芝小路（しばこうじ） 

Email: memory@nacsj.or.jp Tel: 03-3553-4101（代表受付、平日 10:00～17:00）  

〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-10 ミトヨビル 2F 

コロナ感染拡大防止のため、テレワークを推奨しています。お手数ですが、お問合せはメールにてご連絡くださいますよ

う、ご協力のほどよろしくお願いします。 


